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新基本民法4 債権編
――契約債権の法

大村先生の『新基本民法』が続々発売となっていますが，今回は『4債権編』のご紹介で
す。「債権総則」を扱います。「債権総則は債権一般に関する規定を集めたものととらえられ
てきたが，本書は，その多くの規定は契約による債権を想定したものであり，そして，いっ

たん成立した債権の実現に関するものであるという認識に立つ」（「はじめに」より）というのが考え方
の基本です。そのうえで，「債権とはなにか」をていねいに説明するところから始まります。「債権法改
正との関係は？」と心配になる方もおられることでしょう。もちろん織り込んであります（法案の条文
を引用しています）。とくに重要な点についてはテーマごとにコラムとして解説してありますのでご安
心ください。
　枝葉を追うのではなく根幹をしっかり伝えようという点は本シリーズの他の巻と同じです。この分野
は抽象的で少し難しいかもしれませんがぜひ手に取ってみてください。基本的な考え方が身につくこと
と思います。本書のカバーはきれいな紫。（YF）
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2 色刷。図表も満載。債権法改正への対応も行っています。

http://www.yuhikaku.co.jp/books/detail/9784641137523

